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　今年の 2 月から，週に 1 回在宅医療に関わるようになり，考えさせられるところ大です．
　まず，何よりも印象深いのは，自宅で亡くなる方は住み慣れた家で家族とともに過ごしているため
か，病院で診療している患者さんよりもリラックスされており，生き生きとされていることです．入
院していると面会時間にしか家族に会えません．しかも新型コロナウイルスが蔓延してからは，ほと
んど家族に会えない所も多くなっており，より在宅医療の人気が高まっているようです．在宅医療に
は家族の協力が不可欠であり，誰でもが受けられるわけではありませんが，可能な環境であれば大変
よい選択肢であると思います．
　とくに末期癌の患者さんの在宅医療の際に感じることですが，病院の主治医が薬物療法を終了して
在宅医療に患者さんを紹介してから，わずか半月あまりで癌死される患者さんが散見されます．抗が
ん剤の治療は長期化するにつれて予後延長効果が下がってくるばかりでなく，病勢が進行するととも
に副作用のために予後を縮めてしまう可能性があります．もっと早い時期に薬物療法を終了し，緩和
的な在宅医療に移行できれば，残された時間をより有意義に活用できる患者さんが増えるという印象
を強くしました．薬物療法に対する患者さんの希望は様々であり，はじめから拒否される方もいれ
ば，いつまでも薬効を期待して継続を希望される方もいらっしゃいます．なかには，薬物療法に過大
な期待を抱いていて中止に強い抵抗を示される患者さんもいるものと思います．薬物療法を可能な限
り継続するばかりでなく，いつかは終わりがくる患者さんの状態に留意し，薬物療法の限界について
日頃からよく説明し，止め時を意識して治療することが大切だと感じます．
　在宅医療の問題は効率性です．カバーする地域が広くなると移動時間が長くなり，多くの患者さん
を効率よく訪問診療することが難しくなります．また，地域性が高いこともあり，多くのパラメディ
カル，訪問看護ステーションが複雑に関わっていて，そのシステムを患者さんと家族に理解していた
だき，効率よく運営していくには，医療サイドばかりでなく，患者さんの側にも慣れが必要になりま
す．亡くなる直前の短期間での看取りではなく，一定期間継続することで在宅医療が患者さんにとっ
てより有意義なものになりうることを認識することも重要です．
　今回のパンデミックによって在宅医療への認識はより高まったように思います．発熱すれば自宅へ
飛んでいって PCR 検査，ポータブル胸部 X 線検査．訪問診療でワクチン接種も可能．高齢化社会の
中，新型コロナウイルス感染症が沈静化しても在宅医療の需要は増加の一途をたどるだろうと予想し
ています． （橋口陽二郎）
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